
   

 

 

 

 

 

 

 

     新理事長就任のご挨拶               嶺 義則（H25） 

 

今回理事長を拝命しました嶺義則です。5 年前に長年勤めていた会社を退職

した時、これからはできるだけ自然の中にいたいと思い、箱根仙石原に拠点を

確保しました。今は、JFIK での活動の傍ら、個人として月に数回インバウンド

客を対象に自然ガイドをやり、各国からのお客さんとの「一期一会」を楽しん

でいます。 

さて、私の任期は 2年です。限られた任期の中で、先ずは以下に重点を置き 

たいと思っています。 

 会員数の増加とともに、現役として様々な社会活動に従事されている方々や近年では女性会員も増え

て、会員の多様性も増しています。様々なニーズや興味を持つ会員の方々が会のイベントや運営で活

躍できる機会を増やすこと、また会員のスキル向上に役立つ研修機会を増やすことに取り組みたいと
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

四季の森公園活動報告より（写真：日比野） 

Topics 

http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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思います。 

 JFIKの核となり、当会を支えてきた諸活動の中には活動開始後 10年を越えるものも多々あります。そ

の間、活動メンバーの方々の高齢化も進み、後継者不足の課題もあります。これらの活動の継続性確

保と更なる発展に向けて取り組みたいと思います。 

JFIK は組織体制も確立され、会員も年々増加しています。順調に進んでいる今だからこそ、JFIK の同好会

時代の開拓者精神を大切にしたいと思います。皆さんから色々なアイデアを頂いて、創生期のように新しい

ことにチャレンジして行きたいと思います。我々自身が一杯楽しみながら、肩肘を張らないで JFIK の認知度

や地位の向上を目指していきましょう。 

JFIK の強みはオープンに議論ができる雰囲気と結束力と常々感じています。理事長と言っても自分だけで

は全く無力です。皆さんからの助言と協力が不可欠です。地球温暖化や異常気象など我々を取り巻く自然環

境も急速に変化しています。IT 企業出身の私にとって「現状維持は衰退」です。ご一緒に次の高みを目指し

ましょう！ 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■名瀬谷戸の会 

3 月、4 月の定例作業予定は以下のとおりです。  

  3 月 7 日（土）、15 日（日）、16 日（月）、23 日（月） 

  4 月 4 日（土）、12 日（日）、13 日（月）、20 日（月） 

   活動時間：10:00〜15:00  

※4月 4日は、名瀬谷戸の会設立 10周年イベントの予定                  （福田 記） 

 

★■木もれびの森 

JFIKでは相模原市の住宅地や国道 16号線沿いに広がる 73 haもの平地林「木もれびの森」で森林保全活動 

 をしている団体の一つ「NPO法人相模原こもれび」への人的活動支援を行っています。 

活動日は、毎月第 1土曜日、第 2土曜日、第 3日曜日、第 4水曜日です。参加希望の方は、特に出欠連絡は不

要ですので、直接集合してください。(現地で白川が応対します。) 

参加希望の方は NPO法人相模原こもれび（https://www.npo-komorebi.com/）をご確認いただき、080-1032- 

3927（白川）までご連絡ください。 

場 所：木もれびの森 イヌシデ広場 

    〒252-0331神奈川県相模原市南区大野台 8丁目 16 

    JR横浜線「古淵駅」より徒歩 20分 

   詳しくは右の QRコードを読み込んでください。 

参加費：なし 

日 当：なし 

保 険：市民活動サポート補償制度（保険契約者：相模原市） 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/joho/1006570.html 

   「団体などに一時的・臨時的に名簿登録し、ボランティア活動に参加する人」への適用を想定 

                                              （白川 記） 

 

 

 

活動予定 

https://www.npo-komorebi.com/
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/joho/1006570.html
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★■神奈川の身近な自然を訪ねて「南足柄の春めき桜・春の草花」 

日 時：3月 18日（水）、3月 21日（土） （雨天中止）  

集 合：小田急新松田駅北口 改札外 10:00 

解 散：小田急解 散：新松田駅 15:00頃の予定 

募集定員：各回 40名 

コース概要：小田急新松田駅→バス（約 10分）まま下バス停→福沢コミュニティーセンター      →一ノ堰ハラ

ネ・春めき桜      →ふくざわ公園      →瀬戸屋敷（昼食）      →あじさい公園      →上島バス停→バスにて新松

田駅                                                   （歩行距離約 5 ㎞）                                                                                   

申し込み：実施日の 3日前までに全国森林インストラクター神奈川会（JFIK）ホームページ・イベント情報・

参加申し込みフォームから申し込んでください。  

※企画の詳細については JFIK ホームページ・イベント情報に掲載してありますのでご覧下さい。（鈴置 記） 

 

★■四季の森公園「特定植物観察会～サクラ」 

四季の森公園に今年もサクラの季節がやってきます。私たちはサクラの花が咲くと、春の到来を実感し、

新緑にあふれる自然を期待します。公園内ではたくさんのサクラに出会うことができますが、特に園内の

「さくらの谷」では、普段あまり観ることができないサクラにも出会えます。さあ、みんなで春を体感して

みませんか。 

事前下見：3月 23日（月）10：00～12：00 

当日下見：3月 29日（日）10：00～12：00  

本  番：3月 29日（日）13：00～15：00（12：45集合） 

場所：県立四季の森公園・さくらの谷 他  

集合：下見・本番共に、公園北口事務所前  

スタッフ：リーダー：広川、サブリーダー：大西、高田（裕）、三樹 

下見・本番に参加される場合は、リーダーにお知らせ下さい。事前下見までに資料を送ります。本番では

名札の着用をお願い致します。公園への連絡は不要です。下見だけの参加も歓迎いたします。新会員の皆様

には、JFIK がどんな活動をしているのかを知ることができる良いチャンスだと思いますので、特に参加をお

待ちしています。    申し込み先 広川一久 igmxz96872@yahoo.co.jp                    （広川 記） 

 

4 月の予定は以下の通りです。下見・本番に参加をされる場合は、各回のリーダー（現時点では未定）にお

申し込みください。公園への連絡は不要です。本番 1週間前くらいに事前下見が行われますが、日時などにつ

いてはリーダーからの連絡をお待ちください。集合はいずれも公園北口管理事務所前です。新会員の方々は

じめ、多くの会員のご参加をお待ちしています。また、4 月～来年 3 月の観察会のスタッフを募集中です。新

旧会員の皆様の積極的なご応募をお待ちしております。 （日比野 記） 

「特定植物観察会～スミレの仲間」 

当日下見：4月 4日（土）10:00～12:00 

本  番：4月 4日（土）13:00～15:00 

  例年は 10 種程度のスミレが見られています。教わらないとわからないような場所に生育しているものもあ

るので、楽しみにしていてください。 

「自然を訪ねて～樹の花・草の花」 

当日下見：4月 19日（日）10:00～12:00 

mailto:igmxz96872@yahoo.co.jp
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本  番：4月 19日（日）13:00～15:00 

  春爛漫、頭上から足元までいろいろな花を見て回りましょう。あまり目立たない樹の花にも注目です。 

「特定植物観察会～ユリ・ランの仲間」 

当日下見：4月 26日（日）10:00～12:00 

本  番：4月 26日（日）13：00～15：00 

  キンラン、ギンラン、エビネ、ナルコユリにアマドコロなど、春の観察会の花形スターが勢揃いです。 

「公園まつり」 

4月 29日（水・祝）10:00～16:00 クラフト、クイズラリーで参加予定です。 

                                 

■室内勉強会「民間企業における森林との関わり」 

4 月は R6の木村 正樹さんが民間企業の造林業参入についてお話しになります。木村さんのお勤め先が高知

県で造林に挑戦されている取組をリポートしていただきます。環境と経済の両立をどう図るかなどいろいろ

な課題について、いっしょに考えたいと思います。多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

 日 時：4月 10日（金）19：30～21：00 

講 師：木村正樹（R6） 

概 要：自動車部品会社が森林と関わる背景には、気候変動対応や脱炭素経営などの社会的責任にあります。

製造業として環境負荷低減が不可欠となる中、自然資本との向き合いが経営課題となりました。そうした経

緯から、高知県梼原町において、新規事業として造林業に参入。地域と連携し、森林整備や資源循環に取り

組んでいます。現在は環境価値と経済価値の両立を図りながら、将来的には森林の 6 次産業化を通じ、持続

可能な地域モデルの構築に挑戦しています。                 （講師 記） 

参加方法など：会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅の PC やスマホから、Zoom ミーテ

ィングの URLをクリックして参加してください。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 ✉：ugk58629@gmail.com            ：090-3532-0479  

               佐藤 淳 ✉：sato.forest2807@gmail.com        ：080-1081-1034   

（佐藤 淳 記） 

 

 

■森こい倶楽部 第 75回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：鎌倉街道上道、瀬谷・飯田の里で桃源郷（八重桜・花桃）（横浜市瀬谷区・泉区）  

プラス Oneテーマ：鎌倉街道  

開催日：4月 5日（日）10：00～15:00  

集 合：相模鉄道 瀬谷駅 改札外 10：00  

リーダー：金子 正美（H30） 

参加費：500円（保険代含む） 

所持品：名札、昼食、飲み物、シート、雨具、筆記具、など。 

申し込み：ご参加の方は、4月 3日（金）までに下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお

願いします。未登録の方はお申し込み時に緊急連絡先（続柄）も合わせて回答下さい。（個人情報は本

目的以外には使用せず、厳重に管理いたします） 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com  TEL:090-8280-1816 

＜催行条件＞ 

tel:090-8280-1816
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荒天が予測される（少雨では決行）などで中止する場合は、前日 17:00に確認した後，速やかに JFIKメー 

ルで連絡します。 

＜概要・行程＞ 

鎌倉に御家人たちが「いざ、鎌倉」と馳せ参じた鎌倉街道は軍用道路ですが、江戸時代に入っても生活道

路として利用されました。横浜市境川沿いの、鎌倉街道・上の道が通る、瀬谷区、泉区飯田地区には古（い

にしえ）の風情がたっぷり残っています。街道筋には鎌倉ゆかりの多くの古刹、明治時代製糸業で栄えた屋

敷が残されており、寺社林の名木古木、旧街道筋の八重桜、花桃の桃源郷を訪れる事が出来ます。春爛漫

の、横浜市にもこんなところが残っているのと思える、鎌倉街道・上の道をゆったり散策しましょう。ゴー

ルは最近開業したアウトレット、ゆめが丘ソラトスです。 

＜コース概要＞ 

瀬谷駅      →バス乗車→西福寺（      ）→左馬神社      →北新神社→宗川寺      →中原街道→相沢川→宮久保公

園      →（石井家長屋門）→柳明神社→東海道新幹線高架橋→本興寺      →二十三夜塔→上飯田西公園      →

飯田神社→イヌツゲの生垣→飯田公園      →地域ケアプラザ      →無量寺      →三柱神社→宮崎製糸場跡→美

濃口家長屋門→下飯田左馬神社→相鉄ゆめが丘駅      横浜市営地下鉄ブルーライン下飯田駅      （ゆめが丘ソ

ラトス      ） 

約 9 ㎞、ほとんどアップダウンはありません、途中エスケープバス停有 

 

以降の予定（事情により変更になることもあります） 

5 月 10日（日）新緑上地区里地の眺望から渋沢・四十八瀬川小田急フォトスポット（秦野市） 

6 月 7日（日）文命堤のジャガランタから開成紫陽花の里（山北町・開成町） 

7・8・9月は休会です。                            （事務局代表 久野） 

 

 

 

■名瀬谷戸の会 

＜１月活動報告＞ 

１回目 定例活動 

・日時：1月 10日（土）10:00～15:00 

・参加者：合計 36名   

JFIK：8名 地元・地域：12名 ファミリー：8名 横浜メダ  

カの会：8名 

・作業内容：●ゾーン 6：倒木の玉切り、片付け、運搬 ●ゾー  

ン 6：間伐対象竹の伐採、片付け、運搬 ●こども里山体験 

班：ヤマユリストリートの落ち葉掻き、ゾーン 6から運ばれた 

丸太を薪割り機で薪割り ●横浜メダカの会：池に堆積した 

泥の除去、水路内の除草、踏み固め、水路両脇の整備 

 

 

 

活動報告 

集合写真 
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2回目 定例活動 

・日時：1月 18日（日）10：00～15：00 

・参加者：合計 18名  

JFIK：4名 地元・地域：0 名 ファミリー：4名 見学者：10 

名 

・作業内容：●午前:ヤマユリストリートの落ち葉掻き、午後:薪  

割り 

 

3回目 定例活動 

・日時：1月 19日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 17名  

JFIK：7名 地元・地域：10名 

・作業内容：●2班に分かれて、ゾーン 8のモウソウチクの間 

伐、林内清掃 

                                  

4回目 定例活動 

・日時：1月 26日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 13名  

JFIK：6名 地元・地域：7 名  

・作業内容：●2班に分かれて、ゾーン 8のモウソウチクの間 

伐、林内清掃 

 

 

＜2月活動報告＞ 

１回目 定例活動 

・日時：2月 7日（土）10:00～15:00 

・参加者：合計 60名   

JFIK：6名 地元・地域：15名 ファミリー：28名 横浜メダ 

カの会：9名 見学：2名 

・作業内容：●ゾーン 6（里山体験学習農園の向いのエリア）    

倒木の玉切り、片付け、運搬 ●ゾーン 6の竹林の間伐  

●こども里山体験班：ヤマユリストリートの落ち葉掻き、アジ 

サイ園の落枝・落葉の片付け、薪割り機での薪割り、豚汁づく  

り、サツマイモの焼き芋 豚汁 100人分、焼き芋 80個 ●横浜 

メダカの会：池への給水、水路付近の掘削、水路整備（土固め）、給水用の蛇口の凍結防止 

 

 

 

 

 

モウソウチクの間伐 

モウソウチクの間伐 

   ヤマユリストリートの清掃 

集合写真 
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2回目 定例活動 

・日時：2月 15日（日）10：00～15：00 

・参加者：合計 5名  

JFIK：2名 地元・地域：1 名 ファミリー：2名 

・作業内容：●チッパシュレッダーで粉砕しやすいように事前準備 

 

3回目 定例活動 

・日時：2月 16日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 19名  

JFIK：7名 地元・地域：11名 見学：1名 

・作業内容：●近藤竹林のモウソウチクの間伐 ●近藤竹林の間伐対   

象竹（赤テープマーキング済）の伐採、片付け、運搬  

                                  

4回目 臨時活動 

・日時：2月 19日（木）10:00～12:00 

・参加者：合計 8名  

JFIK：3名 地元・地域：5 名  

・作業内容：●ゾーン 8 モウソウチクのチップ化作業の事前準備 

  

 

5回目 定例活動 

・日時：2月 24日（火）10:00～15:00 

・参加者：合計 16名 JFIK：7名 地元・地域：9名  

・作業内容：●2班に分かれて、近藤竹林のモウソウチクの間伐、片付 

 け 

                           （福田 記） 

 

 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて「境川遊水地公園の冬鳥たちを訪ねる」 

日時：2月 11日（水・祝）雨天中止、2月 14日（土） 快晴 10：00～15：00 

参加者：一般 28名 

スタッフ：中澤（均）、松井、角田、田口、河野、鈴木（茂）、中澤（美）*支援 （7名） 

コース：湘南台駅（集合）      →湘南台公園（開会式）→今田管理センター      →鷺舞橋      →情報センター

（昼食）      →鷺舞橋      →今田管理センター（鳥合わせ）      →湘南台駅（解散）        

（歩行距離約 6.5 ㎞） 

モウソウチクの片付け 

モウソウチクを集積 

チッパ化のための準備 

モウソウチクの間伐 
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2月 11日（水・祝）は生憎の雨予報の為に中止としました。希

望者は 2月 14日（土）に振り替えて頂いての参加となりました。

当日は、打って変わって朝から快晴で暖かく、バードウォッチン

グ日和となりました。湘南台駅に集合頂き、境川遊水地公園への

途中にある湘南台公園にて全参加者で開会式を行いました。挨

拶・スタッフ紹介の後、資料の説明、双眼鏡の使い方を説明し、3

班に分かれて出発しました。 

まずは境川遊水地公園の湘南台駅側からの入口に当たる「今田

管理センター」に寄ってから、野鳥観察を開始しました。芝生広

場には何羽かのツグミが居り、通称「だるまさんが転んだ」を繰

り返している姿が観察出来ました。葦原にはオオジュリンが見

られましたが、葦に隠れて中々その姿を捉えられません。水面

にはコガモ・ヒドリガモ・ヨシガモなどのカモの仲間が居り、

スコープでじっくり観察出来ました。ヨシガモの美しい姿に、

参加者から驚きの声が上がりました。他にもカワセミやゴイサ

ギ、タシギなど多くの水辺の野鳥をしっかり観察することがで

きました。 

今田遊水地を後に、鷺舞橋に向かいます。鷺舞橋の上から

は、期待していたクイナなどの湿原の鳥が見られなく、残念で

したが、オナガの大きな群れが次から次と下飯田遊水地を越え

て行く壮観な姿が観察出来ました。 

寒風の中での昼食は厳しいだろうと、情報センター内での昼食を予定

していました。しかし、当日はとても暖かく、多くの方が情報センター

の脇にある屋外の藤棚のベンチで昼食としました。カモ類などが泳ぐビ

オトープを眺めながら、気持ちの良い昼食となりました。更に、昼食中

の最後に、情報センターの屋上角に運よくチョウゲンボウが止まってく

れて、皆さんスコープでしっかり観察出来ました。 

午後は、俣野遊水地を一周しました。途中、ジョウビタキ、グラウン

ドに群れるタヒバリ、遠くの木に止まるハイタカなど、ここでも多くの

野鳥を観察出来ました。来た時とは別コースで鷺舞橋へ向かい、アカハ

ラを観察できた班もありました。今田遊水地でカモの復習をしながら今

田管理センターに戻りました。 

最後に、バードウォッチング恒例の「鳥合わせ」をして、湘南台駅に向かい解散としました。各班とも 40種

以上の野鳥を観察でき、お天気にも恵まれて、楽しい一日を過ごすことが出来ました。確実に野鳥ファンが増

えたものと思います。                               （中澤（均）記） 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～冬の野鳥」 

日 時：2月 15日（日） 10:00～12:00 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺～不動の滝～ちびっこ広場～花木園・水車小屋の谷 

参加者：一般 17名 公園職員 1名 

湘南台公園で開会式 

今田遊水地での観察の様子 

情報センターにチョウゲンボウ 
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スタッフ：日比野、中澤（均）、嶺、内間、加納、久次米、佐野、菅原

（あ）、橋本、藤井（久）、三樹 

  参加予約は定員いっぱいでキャンセル待ち状態とのことでしたが当

日キャンセル等もあり、お客さんは 17名。JFIK会員がガイド 3名含め 11

名で、総勢 30 名ほどが北口管理事務所前に集まりました。開会の挨拶に

続き、野鳥の観察ポイントなど簡単な説明がなされた後、はす池の畔に

出ました。池の奥に集まるカメラマン達のレンズの先を探すとすぐにカ

ワセミが見つかりました。上々のスタートです。しばしの観察の後、池

の右側を進む班と左側を進む班とに分かれ歩き始めました。筆者は右側

を行く班に同行しました。 

カワセミが魚を捕らえて食べるところを見たりしながら池沿いを進み、あし原湿原を右に見て進む木道に

入りました。すぐに出会ったのがアオジです。左手の山側に複数いて、雌雄が見分けられるくらいの距離で

観察できました。近くの灌木から斜面を登っていくまで結構長く見られたので、こちらも気分が上がります。

少し進むと右手にシジュウカラです。アシの茂みに入ったり、刈られ

た地面に下りたりしています。さらに進むとシロハラが少なくとも 2

羽、そしてジョウビタキの雄。ジョウビタキはアシの茂みから木道の

手すりの杭の上などに動いたりで、これも長く姿を見せ続けてくれま

した。木道の中ほどでは、山の稜線近くを飛ぶオオタカも見られまし

たが、こちらはほんの数秒程でした。 

  鳴き声はたくさん聞こえるのに姿をよく見せてくれなかったのはシ

メです。あし原湿原を離れ、やや暗い道を進んでピクニック広場を過ぎ

たあたりからピチッ、ピチッという独特で地味な鳴き声が聞こえ始めました。林床にいるようです。低く飛

んだ時にちらっと見えますが、双眼鏡に捉えるのは難しく、こちらの班では一部の人しか見られなかったよ

うです。すれ違ったもう 1班のガイドは地面にたくさんいると言っていましたが、暗さも相まって、なかなか

見つけられませんでした。 

 花木広場ではイカルの声が聞こえ、メジロの群れやシジュウカラやコゲ

ラ、エナガが見られたほか、モズが炭焼き小屋のフェンス上に乗っている

ところが見られました。水車小屋から春の草原付近ではシジュウカラの群

れやコゲラに出会いました。はす池沿いに戻ってカワセミと再会（？）、

数-m の距離です。北側の護岸近くではアオサギが水面を凝視しており、上

からはダイサギが舞い降りてきました。 

今回観察できた野鳥を 2 班分合わせて記します。アオサギ、ダイサギ、

カワセミ、ヒヨドリ、シジュウカラ、メジロ、コゲラ、エナガ、ヤマガラ、  

キジバト、ウグイス、ハシボソガラス、ハシブトガラス、アオゲラ、ガビチョウ、アオジ、モズ、ジョウビ

タキ、シメ、シロハラ、イカル、オオタカ、ノスリの 23 種でした。公園でカワセミと人気を二分するルリビ

タキには出会えませんでしたが、アオジ、シロハラ、ジョウビタキなどここでは冬にしか見られない鳥をじ

っくり見ることができたほか、各班で 1種ずつ猛禽も見られるなど、楽しく充実したバードウオッチングでし

た。                                        （日比野 記） 

 

 

 

灌木から下りたアオジの雌  

あし原湿原でシジュウカラを観察  

間近で見られたカワセミの雄  
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■室内勉強会 

『名瀬谷戸の会の「産官学民」連携における「里山保全活動と里山環境教育活動の一体化事業」の成功の秘訣

とは！』  

日時：2月 13日（金）19:30～21:00   ～Web（Zoom）オンラインで開催～ 

講師：田中 真次 （H21） 

参加者：足立（正）、大谷（雅）、角田、川島、河野、久保、坂間、佐藤（恭）、佐野（仁）、菅原（あ）、鈴木

（淳）、鈴木（敏）、瀬尾、高梨、竹山、辻、当麻、鳥越、中澤（均）、西岡、羽田、日比野、福

田、藤井（久）、藤田、松山、山内、山路、山本（明）、和田（昇）、佐藤（淳）、嶺 計 32名 

お話は、横浜市内のある地主から竹林を含む 6.5 haの荒廃した谷   

戸の保全を田中さんが依頼されたところから始まります。依頼され 

た時の区域は、クモの巣が張り、枯れた竹が縦横に倒れ込んだ真っ 

暗な竹林と、荒れた里山でした。地主の願いは、この地をもとどお 

りの里山にしたい、子どもたちが遊べるエリアにしたいというもの 

でした。 

  ここから田中さんの奮闘が始まります。ここを「名瀬の里山」と 

名付け、「名瀬谷戸の会」を設立したのが 2016年 4月 1日。今か  

らほぼ 10年前のことです。活動には都市緑地法という法律に縛ら 

れるため、一般の人の立ち入りは禁止され、メディアを通して、活動を広げることも、取材を受けることも

厳しく制限されたそうです。そんな中でもコツコツと活動を続け、現在は会員数 149名。うち、JFIK会員

は、29名となりました。現在、月 4回の定例活動は続いており、毎回平均 20名ほどが汗を流しています。 

活動には当然、資金が必要です。その財源は年会費のほか、神奈川県や横浜市などからの公的資金、それ 

に企業からの助成金があって成り立っています。地域企業としては、SDGsの目標達成のため、あるいは CSR

で企業としての信頼を得て、ステークホルダーと良い関係を保つためにも、この名瀬の里山保全活動への助

成は格好の対象となったでしょう。 

都市緑地法という縛りの中で、田中さんが行ったのは、近隣小

学校へのアプローチでした。校長先生にエリアを案内し、この土

地の良さを知っていただくためでした。その結果、小学校からこ

こを訪れる学校が増え、2025年度（1月現在）は 23回、1,470名

の児童を受け入れ、環境教育に大きな役割を果たしています。 

 そして、その子どもたちを通してその保護者や未就学の子を含

む家族で入会する人もあります。これはこの会の大きな特色で

す。ここを訪れる子どもたちは昆虫を追い、草花に親しみ、果物

をもぎ、あるいは枯れ葉までも遊びの対象としています。こうした「本物」との触れ合いを積み重ねていく

うちに、子どもたちはいつの間にか植物の不思議に気づき、昆虫の生態を知り、緑のダムの意味を知ってい

くのです。  

お話の中で感動的だったのは、里山が持つ障がい者の方への包容力です。私もお話の中の方が里山を案内

されているところを通りかかったことがあるのですが、どこに障害があるのだろうと不思議に思ったほど立

派な案内でした。陰に田中さんの力があったのだと知りました。また、特別支援級の子が来て、何度も枯れ

葉を舞わせていつまでも遊んでいる姿を見て、里山のすばらしさを改めて感じました。 

  今日の勉強会は、「～成功の秘訣とは！」とありますが、秘訣などがあったのではなく、この成功はひたす 

らこの里山に情熱を傾け続けている田中さんの熱意がもたらしたものに他ならないと思いました。 （河野 記） 

 

ḵ  
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■山こい倶楽部 第 123回企画「三浦アルプス（つばき尾根～田浦梅林）」 

日 時：2月 7日（土）9:00～15:00 

場 所：三浦アルプス（つばき尾根～田浦梅林） 

参加者：リーダー三樹、田中（文）、引田、境、中澤（靖）、中澤（均）、中澤（美）、松井、久保、篠 

田、坂間、田中（愛）、竹山、小澤（記） 14名 

歩行時間：4時間（休憩 1時間除く） 

歩行距離：9.5 km（登り 361 m、下り 360 m） 

コース：長柄交差点→川久保交差点→森戸川源流→椿尾根→馬頭観音→矢落山（乳頭山）※昼食→田浦梅林 

→JR田浦駅 

立春を過ぎ、しばらく暖かい日が続いていたものの、当日はあいにくの降雪、強風、寒波襲来の予報。し 

かし、三樹リーダーの呼びかけに怯む者はなく、予定通り 14名の山好きが逗子駅に集結しました。目指すは

名前の通り複雑な地形が織りなす三浦アルプスの「（つばき）尾根」から「田浦（梅）林」という、これま

た名前の通り、森林インストラクターらしい初春の花のルートが設定されました。 

ここは日本野鳥の会の探鳥会ルートでもあるとのことで、アオジを発見しては雌雄の特徴や習性（冬は人

慣れする？！）など鳥バナがはじまり、カワウやジョウビタキなど観察しながらゆったりとスタートしまし

た。夏にはサンコウチョウやオオルリも見られるそうで、鳥こいでも訪れたいです。 

つばき尾根のヤブツバキは奥ゆかしく、ちらほらではありまし

たが、ところどころで赤い花を見せてくれました。（過去の最盛

期には遠くからでも尾根が赤く見えるとのこと！） 

配布された資料によると、ヤブツバキは学名 Camellia japonica 

が示す通り、日本を代表する花で、江戸時代にケンペルによって

初めて欧州へ紹介され、後にリンネがカメリアと命名した時に

「日本の」を意味するジャポニカをつけたとのこと。欧州にわた

ると人気になり、オペラ「椿姫」にも仕立てられるなど、西洋文

化にも大きな影響を与えたとのことです。     （小澤 記） 

 

■森こい倶楽部 第 73回 

日 時：2月 1日(日) 10:00～15:30 快晴 

テーマ：長柄山古墳群から葉山海岸で富士の眺望（逗子市・葉山町） 

参加者：角田、蔵田、久次米、坂間、鈴木（茂）、鈴木（康）、塙、引田、皆川、石川（雄）、金子、久野、

広川、会員外 8名、合計 21名 

コース：JR 逗子駅→バス乗車→葉桜下車→長柄桜山古墳群→蘆花記念公園→富士見橋バス停→元町下車→森

戸海岸→森戸神社（昼食）→真名瀬海岸→芝崎海岸→三ヶ下海岸→県立近代美術館（庭園のみ）→葉

山しおさい公園（庭園及び博物館・有料）→一色海岸バス

停（解散）→京急・逗子葉山駅または JR逗子駅下車 

JR 逗子駅からバスは山道をどんどん上って行き終点の葉桜へ。 

ここから住宅街を西へ進み、突き当りの斜面を少し登ると長柄    

桜山古墳群の１号古墳に到着。4世紀後半に築かれたと推定され  

る前方後円墳で、全長 91.3 ｍの規模は県下最大級。ここからは  

青い海に浮かぶ江の島、その奥には白い富士山を眺めることがで 

きた。森の中を尾根伝いに西に進むと丸い盛土が現れた。全長約 

ヤブツバキ 

長柄桜山１号古墳で集合写真 

ヤブツバキ 
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88 ｍの 2号古墳である。表示がないと古墳とはわかりにくい。小休止の後、一気に山を下ると蘆花記念公園

に。トイレ休憩の後、住宅街を通り富士見橋バス停からバスに乗り元町で下車。 

ここからは海岸線を砂に足を取られながら南下。三嶋明神を深く信仰し源氏を再興した源頼朝が、三嶋明

神の御分霊を勧請したという森戸神社へ。参拝してから昼食休憩をとった。富士山は雲に覆われてきたが、

沖合には名島の赤い鳥居と葉山灯台（裕次郎灯台）を眺めることができた。森戸神社には数々の記念碑があ

る。飛柏槇（びゃくしん）、千貫松（せんがんまつ）などを観察してから、バス通りを越えて葉山の路地裏

へ。狭いくねくね道には新旧の住宅が混在するが、いずれも庭の植物

を大切にしている様子がうかがえる。バス通りに戻ってから右に曲が

り西に突き出た真名瀬海岸へ。漁港ではトロ箱に植えられたキダチア

ロエが巨大化し、太い幹を見せていた。その先には岩礁をはじめ変化

に富んだ環境をもつ芝崎海岸がある。かつて昭和天皇が海洋生物の研

究のために調査を行った海域で、湘南地区では指折りのダイビングス

ポットでもある。 

バス通りに戻ってからは三ヶ下海岸に沿って進み神奈川県立近代美術

館（葉山館）へ。彫刻のある庭園、美術図書館、レストラン、ミュー

ジアムショップなどは観覧料なしで利用できるため入館者も多い。 

隣地には葉山御用邸付属邸跡地に開設された葉山しおさい公園がある。入館料は必要だが、落ち着いた日

本庭園には茶室や休憩所もありくつろぐことができる。この日は梅や河津桜が咲いていた。博物館には昭和

天皇が採集された海洋生も展示されている。意外なほどに葉山周辺の海は豊かだったことがわかった。葉山

しおさい公園から近くの一色海岸バス停に移動し 15:30 に終了。全員バスに乗り終点の JR 逗子駅に向かった。 

（金子 記） 

 

■鳥こい倶楽部 2026シーズン第 3回「印旛沼と坂田ヶ池」 

日 時：2月 18日(水) 10：00～15：30 快晴 

コース：印旛日本医大駅（集合）～吉高機場～甚兵衛公園（昼食）～坂田ヶ池公園～下総松崎駅（解散） 

参加者：中澤（均）（案内人）、中澤（美）*、加納、漆原、松井、細谷*、国領*、鈴木（康）、樋口（仁）*、 

樋口（浩）*、仲田 晶子（森林インストラクター東京会）、角田、金子、久保、山本（明）、梶浦 以上 16 

名（*：一般） 

 鳥こいの 2 月は千葉の成田の近く印旛沼へプチ遠征です。メインは

トモエガモの大群を見ることです。ところが、沼の真ん中におり、岸

の近くまで来てくれません。突如何かのタイミングで大群が舞動くこ

とはありますが、スコープで見ても豆粒にしか見えず、とても残念で

した。ほか、オナガガモ、ヨシガモ、ミコアイサなどもおり、芦原な

どでは、カシラダカ、オオジュリ

ンなどがおりました。北印旛沼と

いえば、話題のモモイロペリカ

ン！現地の漁師さんに慣れている  

ようでした。沼近くの人工物にいたハヤブサが私たち一行を見下ろして  

いました。チュウヒも畑や沼で狩りをしようと飛び回っておりました。 

森戸神社の千貫松 

甚兵衛公園でタゲリを観察 

トモエガモ大群の舞う印旛沼 
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甚兵衛公園へ移動し、昼食後、周辺の田んぼでタゲリを探しました。タゲリは土の色に交じり、なかなか

見つけられないのですが、目が慣れてくると、10 羽ほどのタゲリがいました。角度によっては構造色が確認で

き、田んぼの貴婦人と呼ばれる所以はあるなあと思いました。沼も見に

行き、ノスリやカンムリカイツブリ、ヒドリガモ、ホシハジロなど観察

しました。 

坂田ヶ池へ移動し、マガモに交じり遠くて見られなかったトモエガモ

雄雌 1羽ずつ見ることができました。目で追っていないとすぐにわからな

くなってしまい、写真を撮れたのは一瞬でした。図鑑でしか見たことが

なかった奇抜な模様に感激しました。今回の印旛沼は、私の地元でした。

地元が野鳥観察のスポットであることを知ったのは数年前のことです。 

地元で過ごした日々、鳥に目覚めていなかった日々が「もったいないな

あ～」と悔やまれますが、実家帰省に楽しみができ、季節を通して訪れたいです。 

                                           （加納 記） 

 

 1. ,2. ,3. ,4. ,5. ,6. ,7. ,8. ,9.
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,19. ,20. ,21. ,22. ,23. ,24. ,25. ,26. ,27. ,28.

,29. ,30. ,31. ,32. ,33. ,34. ,35. ,36.

,37. ,38. ,39. ,40. ,41. ,42. ,43. ,44. ,45.

,46. ,47. ,48. ,49. ,50. ,51.  , 
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「森林生態系の保全管理」というタイトルは一見ありふれて

いるが、副題の「森林・野生動物・景観」には現代的な視点が

隠されている。それは森林の見方や関わり方が歴史的に変化し

てきたことを示しており、「森林美学」という古くて新しい概念

が内包されているからである。近年では森林の多面的機能や生

態系サービスが注目されているが、その背景には日本が学び導

入してきたドイツの林学・林業の影響がある。 

かつてヨーロッパでは、開発や伐採で消滅の危機に瀕した森

林の再生を図るため、収量や収益を重視した効率的な造林法が

推奨された。一方で現場では、画一的な施業がもたらす弊害に

も気づいていた。ドイツの森林官ハインリッヒ・フォン・ザー

リッシュは 1885 年に『森林美学』を著し、主に人工林施業に

「美しさ」の概念を取り入れる重要性を説いた。その思想は、

単なる木材生産の効率化にとどまらず、森林の美しさ（現在で

いう生態系サービス）を重視する方向へと影響を与えた。「美し

い森林は最も利用価値が高い」という指針は、野生動物との共

存や景観の美しさといった有形無形の構造的・機能的価値を評

価する考え方である。 

森林美学の日本への導入は、ドイツに留学していた東京大学や北海道大学の教員によって行われ、明治神宮

の森の造成にも活かされた。その後は林学よりも造園学の方に考え方が引き継がれていったが、森林施業にも

活かされれば、針葉樹の一斉造林や皆伐して若齢林を育成するという流れも少しは変わっていたかもしれない。 

本書の執筆者は 50 名以上と多く、章ごとに専門性が際立つぶん、読者によっては散漫な印象を受けるかも知

れない。しかし同時に、部分的に読むだけでも森林管理の新たな視点が得られ、全体を通読すれば現在におけ

る最先端の森林観を体系的に学べる一冊でもある。 

（佐野 淳之） 

 

【訃報】 

当会理事の久保 典子様（享年 71歳）におかれましては、本年 2月 22日、ご逝去されました。 

ここに謹んでご通知申し上げますとともに、生前の当会活動へのご尽力に深く感謝申し上げ、心より哀悼の

意を表します。 

 

2月度の会員異動 

2月27日現在  会員数175名 

 

月例会が開催されました 

日 時：2月 27日（金）19:30～21:00 Zoom開催 

出席者：理事13名、監事1名、会員10名  合計24名 

 

次回月例会 

日 時：3月 27日（金）19：30～ Zoom開催 

掲 示 板 
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＜第 11回（令和 8年度）通常総会＞ 

2月 21日（土）に第 11回通常総会が会場出席 18名、委任状 90名(内オンライン参加 3名)、合計 108名の会

員の過半数の参加をいただき開催しました。結果、下記 3議案が原案通り承認されました。 

第 1号議案 第 11期事業報告及び決算 

第 2号議案 役員改選 

第 3号議案 第 12期事業計画及び予算 

 

会費納入のお願い 

2026年（1月〜12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：3,000円  納入期日：2月末日 

振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

名 義：NPO 法人 全国森林インストラクター神奈川会 （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。※銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 

 

会報編集よりご連絡 

本年 4月号より、活動予定コーナーを廃止し、活動報告を中心とした会報として発行させて頂く予定です。各活

動予定については既存の JFIKホームページ、および JFIK会員メーリングリストでの案内を確認してください。 
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編集後記 

過日の総会で理事（会報編集長）

を任期満了で卒業しました。引き

続き監事を 2 年間仰せつかりまし

た。今後ともよろしくお願いいた

します。（かじうら） 

今号で会報編集スタッ

フを退任いたします。

旅先での編集作業など

色々と思い出がありま

す。梶浦編集長はじめ

関係する皆様には大変

お世話になり御礼申し

上げます。 (松山) 梶浦さん、今までお疲れさま

でした。私が梶浦さんの後継

として就任しました。皆さ

ん、よろしくお願いいたしま

す。（塙） 
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